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４
月
上
旬
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
遠
軽
町
生
田
原
を
訪

ね
た
。「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
学
館
」
や
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
学

碑
公
園
」、「
歌
句
碑
ロ
ー
ド
」
な
ど
を
見
て
回
る
の
が
目

的
だ
。
雨
の
予
報
だ
っ
た
が
、
高
曇
り
で
積
雪
も
ほ
と
ん

ど
消
え
て
い
た
。

　

生
田
原
の
シ
ン
ボ
ル
が
Ｊ
Ｒ
生
田
原
駅
と
図
書
館
と
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
学
館
を
併
設
し
た
複
合
施
設
だ
。
１
９
９
３

年
に
完
成
し
た
。
彫
刻
な
ど
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
設
置
さ

れ
、
す
ぐ
側
に
、
町
出
資
の
生
田
原
振
興
公
社
が
経
営
す

る
「
生
田
原
温
泉
ホ
テ
ル
・
ノ
ー
ス
キ
ン
グ
」
が
あ
り
、

温
泉
の
日
帰
り
利
用
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
の
宿
泊
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
、海
に
面
し
て
い
な
い
生
田
原
で
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
古
代
史
に
遡
れ
ば
、
遠
軽
町

の
内
陸
に
あ
る
白
滝
地
区
は
石
器
に
使
う
黒
曜
石
の
一
大

産
出
地
で
、
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
あ
る
。
道
内
は

も
ち
ろ
ん
サ
ハ
リ
ン
や
ア
ム
ー
ル
川
河
口
流
域
の
遺
跡
で

も
白
滝
産
の
黒
曜
石
の
石
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の

時
代
の
遺
跡
は
、
千
島
列
島
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ベ
リ
ヤ
か

ら
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
ま
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
一
帯
に
広

が
り
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
」
と
呼
ば
れ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク

は
広
大
な
エ
リ
ア
を
網
羅
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
ま
れ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
学
館
に
は
、
根
室
市
の
納

沙
布
岬
か
ら
、
知
床
、
網
走
、
北
見
、
遠
軽
、
紋
別
、
枝

幸
か
ら
宗
谷
岬
、
樺
太
ま
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
関
わ
る
作

家
の
足
ど
り
や
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

高
橋
揆
一
郎
「
湧
網
線
」、
津
村
節
子
「
さ
い
果
て
」、

渡
辺
淳
一
「
流
氷
へ
の
旅
」、
原
田
康
子
「
風
の
砦
」、
八

木
義
徳
「
風
景
」、
中
野
重
治
「
北
見
の
海
岸
」、
宮
沢
賢

治
「
宗
谷
挽
歌
」
な
ど
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
対
峙
し
た
文
人

た
ち
の
思
い
が
伝
わ
る
資
料
で
あ
る
。

　

展
示
品
を
一
つ
一
つ
見
て
い
く
と
、
こ
こ
を
訪
れ
た
作

家
た
ち
が
、
流
氷
の
押
し
寄
せ
る
厳
し
い
冬
や
、
野
生
の

花
々
が
咲
き
誇
る
初
夏
な
ど
、
北
国
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

四
季
の
移
ろ
い
と
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
強
い
印
象
を

刻
み
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

同
文
学
館
の
収
蔵
品
な
ど
は
、
北
海
道
文
学
館
の
館
長

を
務
め
た
木
原
直

彦
氏
の
人
脈
に
よ

る
と
こ
ろ
が
多
い

と
い
う
。

　

文
学
館
の
次
は

「
歌
句
碑
ロ
ー
ド
」

に
向
か
う
。
文
学

館
を
背
に
、
真
っ

直
ぐ
国
道
を
越
え

生
田
原
川
に
架
か

る
橋
の
手
前
右
側

の
役
場
総
合
支
所

の
裏
側
か
ら
、
国

道
２
４
２
号
が
北

見
側
で
川
を
渡
る
平
和
橋
ま
で
の
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

遊
歩
道
が
そ
れ
だ
。
全
国
各
地
の
愛
好
者
が
建
て
た
歌
碑

２
７
５
基
が
設
置
さ
れ
、
年
に
２
、３
基
の
ペ
ー
ス
で
増

え
て
い
る
と
い
う
。歌
や
句
を
読
み
な
が
ら
散
策
す
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
つ
。

　

平
和
橋
の
手
前
の
中
央
橋
を
渡
る
と
「
文
学
碑
公
園
」

が
あ
り
、
著
名
な
作
家
の
文
学
碑
が
19
基
設
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、
ま
だ
雪
が
残
り
、
短
靴
で
歩
く
の
に
は

苦
労
し
た
が
、
長
靴
で
散
策
し
た
足
跡
が
あ
っ
た
の
で
、

冬
季
は
閉
鎖
中
だ
が
、
雪
が
浅
け
れ
ば
碑
を
見
て
歩
く
こ

と
は
で
き
そ
う
だ
。
サ
ク
ラ
が
咲
き
、
新
緑
の
季
節
、
濃

い
緑
に
包
ま
れ
る
夏
、
紅
葉
の
秋
、
雪
の
訪
れ
る
初
冬
ま

で
十
分
楽
し
め
る
場
所
だ
。

　

室
蘭
市
出
身
で
芥
川
賞
作
家
の
八
木
義
徳
の
碑
に
は
、

「
北
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
」
と
い
う
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

遠軽町生田原

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
学
館
の
展
示
室

オホーツク文学館と
文学碑公園
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「
暮
し
の
か
か
っ
た
言
葉
は
美
し
い
、
と
私
は
も
う
一
度

思
っ
た
。
こ
の
〝
海
明
け
〟
と
い
う
言
葉
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

沿
岸
の
漁
師
た
ち
の
痛
切
な
生
活
実
感
の
な
か
か
ら
生
れ
た

言
葉
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
単
に
流
氷
が
去
っ
て
海
面
が

明
け
る
と
い
う
意
味
ば
か
り
で
な
く
、
き
び
し
く
て
憂
鬱
な

永
い
冬
が
よ
う
や
く
去
っ
て
、
待
望
の
春
が
や
っ
て
来
た
と

い
う
、
い
わ
ば
自
然
の
幕
明
け
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、

同
時
に
彼
ら
の
生
活
の
幕
明
け
を
意
味
す
る
言
葉
で
も
あ

る
。
こ
の
言
葉
に
は
明
る
い
色
彩
が
あ
り
、
確
か
な
実
感
が

あ
る
、
と
私
は
ま
た
思
っ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
〝
海
明
け
〟

と
い
う
言
葉
は
、
私
の
記
憶
の
中
に
し
っ
か
り
と
刻
み
こ
ま

れ
た
の
で
あ
る
」（
八
木
義
徳　

小
説
「
風
景
」
よ
り
）

　

今
後
、
現
代
の
作
家
の
展
示
や
文
学
碑
の
設
置
も
徐
々

に
増
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。貴
重
な
記
録
の
収
集
に
は
、

多
く
の
支
え
と
協
力
が
必
要
に
な
る
。

生田原の町を見下ろす丘にあるオホーツク文学碑公園に設置された、詩人・更科源蔵の文学碑

生田原駅前周辺整備計画で建てられたＪＲ生田原駅と
図書館とオホーツク文学館の複合施設。駐車場もあ
り、利用しやすい。生田原駅には石北線のすべての特
急列車が停車するので旅行者にも便利だ。


